
数学 NO.３８
〈解答〉
1　⑴　 x＝10　　⑵　 x＝10√2 　　⑶　 x＝ 3 √2 　　⑷　 x＝ 3 √21
　　⑸　 x＝√₇ 　　⑹　x＝√161
2　⑴　36√2 ㎝3　　⑵　 9 √3 ㎝2　　⑶　（ 36＋36√3 ）㎝2

3　⑴　 9
2 ㎝3　　⑵　 9 √3  

   2                ㎝
2　　⑶　√3 ㎝

配点　各 2 点　2４点満点

〈解説〉
1　⑴　₈2＋62＝x2     ⑵　102＋102＝x2    ⑶　32＋ x2＝（ 3 √3  ）2

　　　　　   x2＝100    　　　　   x2＝200    　　　　x2＝1₈
　　　　　   x＞ 0 より   　　　　   x＞ 0 より   　　　　x＞ 0 より
　　　　　    x＝10     　　　　    x＝10√2    　　　　x＝ 3 √2

　　⑷　ＡＤ＝12－ 6 ＝ 6 より       ⑸　△ＡＤＣで三平方の定理より
　　　△ＡＤＣで三平方の定理より      　　　　ＡＤ2＋４2＝52

　　　　　　ＡＣ2＋62＝92         　　　　これを解くと
　　　　これを解くと          　　　　　　ＡＤ＝ 3
　　　　　　　　ＡＣ＝ 3 √5 								        　△ＡＢＤで三平方の定理より
　　　△ＡＢＣで三平方の定理より      　　　　   32＋ x2＝４2

　　　 122＋（ 3 √5 ）2＝x2         　　　　これを解くと
　　　　これを解くと           　　　　　   x＝√₇
　　　　　　　　　x＝ 3 √21

　　⑹　△ＡＢＣで三平方の定理より
　　　　　　₈2＋４2＝ＡＣ2

　　　　これを解くと
　　　　　　　ＡＣ＝ ４ √5
　　　△ＡＣＤで三平方の定理より
　　   （ ４ √5 ）2＋92＝  x2

　　　　これを解くと
　　　　　　　　x＝√161

2　⑴　底面の正方形で，△ＡＢＣは直角二等辺三角形なので，
　　　　ＡＢ：ＡＣ＝ 1 ：√2 ＝ 6 ：ＡＣから，
　　　　　　　ＡＣ＝ 6 √2 （㎝）



　　　これより，ＡＨ＝ 6 √2 × 1
2  ＝ 3 √2

　　　 △ＯＡＨで，ＯＨ2＝ＯＡ2－ＡＨ2＝62－（ 3 √2 ）2

　　　これを解くとＯＨ＝ 3 √2 （㎝）となる。

　　　 よって求める体積は 6 × 6 × 3 √2 × 1
3 ＝36√2（㎝3）

となる。

　　⑵ 　ＡＢの中点をＭとすると△ＯＡＢは正三角形なので∠ＯＡＭ＝60°，∠ＯＭＡ＝90°の
直角三角形である。

　　　　ＡＭ：ＯＭ＝ 1 ：√3 ＝ 3 ：ＯＭから，
　　　　　　ＯＭ＝ 3 √3 （㎝）

　　　よって，求める面積は， 6 × 3 √3 × 1
2 ＝ 9 √3 （㎝2）となる。

　　⑶　表面積は底面の正方形と側面の正三角形が ４ つなので，
　　　　 6 × 6 ＋ 9 √3 × ４ ＝36＋36√3 （㎝2）となる。

3　⑴ 　 頂点Ａ，Ｆ，Ｃを通る平面でこの立方体を切るとき，頂
点Ｂがある方の立体は底面が△ＡＢＣ，高さがＢＦの三角錐
であるといえる。

　　　 よって，求める体積は， 3 × 3 × 1
2 × 3 × 1

3 ＝ 9
2 （㎝3）

となる。

　　⑵　 △ＡＦＣはそれぞれの辺が正方形の対角線なので正三角形である。
　　　△ＦＧＣでＦＧ：ＦＣ＝ 1 ：√2 ＝ 3 ：ＦＣ，これを解くとＦＣ＝ 3 √2 （㎝）
　　　△ＡＦＣにおいて，ＦＣを底辺としたときの高さを hとすると，

　　　　　 1 ：√3 ＝ 3 √2  
   2                ：h

　　　　　　　　 h＝ 3 √6  
   2                （㎝）　　

　　　よって，求める面積は， 3 √2 × 3 √6  
   2                ×

1
2 ＝ 9 √3  

   2                （㎝2）となる。

　　【参考】
　　 1 辺 a（㎝）の正三角形の高さと面積はそれぞれ

　　　　　　√３
2 a（㎝），√３

４ a2（㎝2）

　　⑶ 　点Ｂから△ＡＦＣに下した垂線の長さを xとすると，これは三角錐Ｂ－ＡＦＣの高さ



を意味する。
　　　よって，⑴，⑵より次の方程式が成り立つ。

　　　　　 9 √3  
   2                ×x× 1

3 ＝ 9
2

　　　これを解くと，x＝√3 （㎝）となる。


